
01  chiaki sakamoto

2014.5.24(sat) - 6.11(wed)

2014 年、鵜の木にあった本屋が閉店しました。
古本屋を除くと、この町では唯一の本屋でした。
Hasu no hana の建物は以前ほんの少しの間、
古本屋だった時代があるそうです。
そこでこの度、建物の文脈に従って期間限定
の本屋になろうと思います。
“鵜の森文庫”では、作家5人の作品集や絵本の
原画展示・販売をいたします。 また「ひつじ図書」
の棚が古本を連れてやってきます。
この機会に是非、あなたのお気に入りを見つけ
に来てください。

「鵜 の 森 文 庫」
     Hasu no hana BOOK WEEK

坂本千明
（イラストレーター・紙版画家）

『退屈をあげる』
愛猫“楳”との日々を
紙版画で綴った本

02  kyoushiro takahashi

髙橋キョウシロウ
（版画家）

『ビビ・デ・オーロラ』
黒猫ビビがオーロラを
見に行く旅のお話

＊日産　童話と絵本のグランプリ第 23回絵本の部　優秀賞

05  kazue fukuma

フクマカズエ
（Hasu no hana）

『le conte de l'oiseau』
ある１羽の渡り鳥のお話。
絵本と現実の架け橋の
アイテム付き。

06  Sheep Closet

ひつじ図書
（古本屋）

埼玉県川口市で古いものが好きがこうじ、
Sheep Closetというお店のような場所にときどき
あかりをともしている。今回は「古本屋 ひつじ図書」として、
ひつじ棚と古本たちを連れていきます。

04  hidetoshi yamada

山田秀寿
（アーティスト）

『CORONA』
旅の経験をもとに
90年代後半に作った本

03  chikara matsumoto 

松本力
（絵かき・アニメーション）

『SAYO NARA』
アニメーションのための
ドローイングとことばを綴った
“本のようなもの”

Gallery and Cafe  Hasu no hana 

146-0091  東京都大田区鵜の木1-11-7　Tel 03-3759-8470　
Open 12：00～19：00（土～火）  15：00～22：00（土～火）  
Close 木曜日、5/27　http://hasucafe.petit.cc/　
［アクセス］ 東急多摩川線「鵜の木」駅下車徒歩２分。
改札を出て左の方向へ進み、交番がある信号を渡って、左に５軒目。
自家焙煎珈琲 600円、 手作りおやつ 280円～（外税）
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“UNOMORI BUNKO”
2014.5.24(sat)-

6.11(wed)


